
東
京
社
保
協
は
、

１
９
７
０
年
に
再

結
成
さ
れ
、
今
年

40
周
年
を
迎
え
、

５
月
22
日
に
13
団

体
と
20
の
地
域
社
保
協
、
来
賓
な

ど
84
人
が
参
加
し
て
記
念
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

竹
崎
会
長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ

に
続
い
て
中
央
社
保
協
山
口
事
務

局
次
長
、
吉
田
信
夫
日
本
共
産
党

都
議
団
幹
事
長
、
佐
々
木

滋
神
奈
川
社
保
協
事
務
局

長
よ
り
連
帯
と
お
祝
い
の
あ
い
さ

つ
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

平
山
副
会
長
の
乾
杯
に
つ
づ
い

て
都
障
教
組
の
バ
ン
ド
『
ボ
ラ
チ
ー

ト
』
に
よ
る
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
の

演
奏
。
前
会
長
の
村
林
先
生
、
元

事
務
局
長
の
光
永
さ
ん
を
は
じ
め

東
京
社
保
協
の
運
動
を
支
え
と
も

に
活
動
を
す
す
め
て
き
た
各
団
体

の
方
か
ら
40
年
間
の
お
祝
い

の
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

石
原
都
政
に
よ
る
福
祉
切

り
捨
て
に
抗
し
て
の
都
庁
前

で
の
座
り
込
み
や
人
間
の
鎖
、

介
護
相
談
員
養
成
講
座
、
社

保
学
校
な
ど
お
も
に
こ
の
10
年
間

を
中
心
に
写
真
で
ふ
り
返
り
、
社

保
協
が
掲
げ
る
「
い
の
ち
を
守
れ
」

の
大
運
動
に
改
め
て
確
信
を
持
ち
、

こ
れ
か
ら
の
運
動
へ
の
決
意
を
か

た
め
、
懐
か
し
い
顔
と
の
再
会
で

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
最
後
に
福

井
典
子
副
会
長
の
閉
会
あ
い
さ
つ

で
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
終
り
ま
し
た
。
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今月の記事
１頁 社保協結成40周年レセプション

２頁 第37回東京社保学校

３頁 生存権裁判で不当判決、介護フォーラム

４頁 板橋社保協50周年、西武沿線社保協交流会

写
真
右
・
開
会
あ
い
さ
つ
す
る
竹
崎
会
長
、

写
真
左
・
村
林
前
会
長

下
の
写
真
・
乾
杯
の
音
頭
を
と
る
平
山
副

会
長
、
上
段
右
か
ら
光
永
元
事
務
局
長
、

山
口
中
央
社
保
協
事
務
局
次
長
、
吉
田
都

議
会
議
員
、
下
段
右
か
ら

佐
々
木
神
奈
川
社
保
協
事

務
局
長
、
朝
日
清
瀬
社
保

協
会
長
、
福
井
典
子
副
会

長

99
年
に
知
事
に
就
任
し
た
石
原
は
「
贅

沢
と
い
え
ば
福
祉
」
と
次
々
切
り
捨
て
を

実
行
。
私
た
ち
は
「
１
万
人
の
人
間
の
鎖
」

（
00
年
12
月
）
、
「
都

庁
前
座
り
込
み
」
（
01

年
３
月
）
な
ど
運
動
を

展
開
し
ま
し
た
。
（
30

周
年
～
40
周
年
へ
の
歩

み
か
ら
）



第
37
回
東
京
社
保
学
校
は
、
５

月
22
日
「
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
」

で
１
３
５
人
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
高
木
史
雄
副
会
長
の

「
建
設
し
て
２
年
た
っ
た
東
京
土

建
会
館
の
機
能
を
活
用
し
て
、
正

念
場
の
た
た
か
い
を
す
す
め
た
い
」

と
の
開
会
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、

午
前
は
暮
ら
し
と
経
済
研
究
室
の

山
家
悠
紀
夫
氏
の
「
社
会
保
障
の

拡
充
と
財
源
」
に
つ
い
て
、
午
後

は
大
阪
社
保
協
の
寺
内
順
子
事
務

局
長
の
「
医
療
保
健
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
・
国
保
再
生
へ
～
門
真
国

保
実
態
調
査
は
何
を
教
え
て
く
れ

た
の
か
～
」
の
講
演
を
受
け
ま
し

た
。

講
演
の

後
の
交
流

で
は
、
東

京
土
建
本

部
の
松
尾

常
任
幹
事

か
ら
「
医

療
保
険
一

元
化
の
策

動
と
２
０

１
０
年
代

の
医
療
制

度
改
革
の
方
向
と
私
た
ち
の
た
た

か
い
」
、
板
橋
社
保
協
山
内
事
務

局
長
代
理
か
ら
「
国
保
改
善
へ
板

橋
社
保
協
の
取
り
組
み
」
、
西
多

摩
社
保
協
入
山
事
務
局
長
か
ら

「
西
多
摩
８
自
治
体
に
『
国
保
に

関
す
る
質
問
申
し
入
れ
書
』
を
提

出
し
た
経
過
」
に
つ
い
て
の
報
告

を
受
け
、
講
演

の
内
容
を
深
め

ま
し
た
。

講
演
で
学
ん

だ
成
果
を
行
動

へ
と
、
最
後
に

「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
即

時
廃
止
、
国
保

料
の
引
き
下
げ
な
ど
、
い
の
ち
と

く
ら
し
、
社
会
保
障
を
ま
も
る
た

た
か
い
と
７
月
参
議
院
選
挙
、
東

京
都
知
事
選
挙
、
都
民
要
求
実
現

へ
、
当
面
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

前
沢
淑
子
事
務
局
長
が
提
起
し
、

確
認
し
ま
し
た
。

山
家
氏
は
「
国
の
借
金
を
家
計

に
例
え
て
、
国
民
に
我
慢
し
ろ
と

い
う
の
は
間
違
っ
て
い
る
。
国
の

財
政
を
考
え
る
と
き
の
一
番
は
、

財
政
の
健
全
化
で
は
な
く
、
国
民

の
た
め
に
国
家
に
と
っ
て
何
が
一

番
必
要
か
、
を
考
え
る
こ
と
。
医

療
や
介
護
を
切
り
下
げ
る
な
ど
は

と
ん
で
も
な
い
こ
と
」
と
批
判
し
、

現
在
の
１
０
０
兆
円
規
模
の
社
会

保
障
費
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
並
み
に
す

る
に
は
さ
ら
に
40
兆
円
が
必
要
。

そ
の
確
保
の
た
め
に
は
、
大
企
業

へ
応
分
の
負
担
と
無
駄
な
軍
事
費

を
削
る
こ
と
。
所
得
の
再
分
配
と

し
て
大
金
持
ち
か
ら
し
っ
か
り
税

金
を
と
る
こ
と
を
ま
ず
や
る
こ
と
」

と
強
調
し
ま
し
た
。
消
費
税
を
廃

止
し
て
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
並
み
の
社

会
保
障
制
度
の
実
現
は
可
能
、
の

確
信
に
な
る
講
義
で
し
た
。

午
後
か
ら
の
国
保
の
講
義
は
、

大
阪
府
門
真
市
の
国
保
実
態
調
査

の
テ
レ
ビ
放
映
の
紹
介
も
あ
り
、

調
査
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た

国
保
世
帯
の
深
刻
な
生
活
実
態
を

改
善
す
る
の
は
、
ま
っ
た
な
し
！

の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

内
容
で
し
た
。

当
面
の
行
動
提
起
は
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
廃
止
と
国
保
改
善

の
た
た
か
い
」
と
同
時
に
、
普
天

間
問
題
で
石
原
都
知
事
の
「
沖
縄

の
人
に
は
引
き
続
き
我
慢
し
て
も

ら
う
」
の
発
言
に
緊
急
抗
議
・
要

請
行
動
を
行
な
う
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。
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☆
国
保
の
実
態
を
国
が
調
査
し
な
い
、
そ
こ
を
大

阪
で
取
り
組
ま
れ
た
貴
重
な
調
査
は
非
常
に
参
考

に
な
っ
た
。
運
動
へ
の
取
り
組
み
方
や
マ
ス
コ
ミ

と
の
連
携
の
話
し
も
興
味
深
か
っ
た
。
パ
ワ
ー
を

も
ら
い
ま
し
た
！

☆
国
保
料
が
高
す
ぎ
市
民
が
国
保
に
入
れ
な
い
実

態
に
改
め
て
び
っ
く
り
し
た
。
大
変
勉
強
に
な
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
着
物
姿
も
と
て
も

い
い
で
す
ね
。

☆
社
会
保
障
の
原
点
、
個
人
を
救
う
制
度
が
機
能

し
て
い
な
い
こ
の
国
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
対
応
す
る

寺
内
氏
に
大
阪
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
を
見
ま
し
た
。

☆
財
源
問
題
、
多
様
な
デ
ー
タ
の
お
か
げ
で
分
り

や
す
か
っ
た
。
決
し
て
財
政
難
＝
増
税
で
は
な
く
、

国
に
は
余
剰
資
金
も
あ
る
話
し
は
理
解
し
や
す
か
っ

た
。

☆
憲
法
で
定
め
ら
れ
た
社
会
保
障
の
制
度
、
選
挙

な
ど
で
私
た
ち
の
一
票
を
表
明
し
て
い
き
た
い
。

政
府
と
マ
ス
コ
ミ
の
戦
略
に
は
だ
ま
さ
れ
な
い
ぞ
。

☆
日
本
が
お
か
れ
て
い
る
経
済
状
況
が
よ
く
分
り

ま
し
た
。
国
保
一
元
化
の
流
れ
を
変
え
な
い
と
私

た
ち
は
浮
か
ば
れ
な
い
。

☆
財
政
危
機
と
呼
ば
れ
る
実
態
、
消
費
税
増
税
論

へ
の
警
戒
な
ど
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
大
企

業
に
対
す
る
法
人
税
引
き
下
げ
な
ど
に
も
反
論
で

き
る
確
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
デ
ー
タ

も
豊
富
で
今
後
も
学
習
を
積
み
重
ね
て
活
動
に
つ

な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。



５
月
27

日
、
東
京

高
裁
で
生

活
保
護
の

老
齢
加
算

廃
止
は
違

憲
だ
と
訴
え
た
「
東
京
生
存
権
裁

判
」
の
高
裁
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
、

宣
伝･

傍
聴･

報
告
集
会
な
ど
の
行

動
に
１
９
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

東
京
高
裁
は
東
京
地
裁
に
続
き
、

国
の
言
い
分
を
追
認
す
る
「
不
当

判
決
」
を
言
い
渡
し
ま
し
た
。
原

告
団･

弁
護
団･

支
え
る
会
は
「
速

や
か
に
上
告
し
、
憲
法
が
保
障
す

る
生
存
権
を
守
る
た
め
全
力
で
た

た
か
う
」
と
す
る
声
明
を
発
表
し

ま
し
た
。

高
裁
判
決
は
「
最
低
限
度
の
生

活
基
準
は
厚
生
労
働
大
臣
の
判
断
」

と
し
て
政
治
の
責
任
に
踏
み
込
ま

な
い
態
度
を
示
し
な
が
ら
、
加
算

廃
止
に
つ
い
て
は
「
国
の
財
政
状

態
を
考
え
れ
ば
止
む
を
得
な
い
」

と
政
治
的
な
減
額
を
容
認
し
て
い

ま
す
。
食
事
や
近
所
付
き
合
い
を

減
ら
す
な
ど
の
原
告
の
生
活
実
態

を
無
視
し
て
「
低
所
得
層
の
生
活

と
し
て
社
会
的
に
是
認
で
き
る
範

囲
内
」
と
原
告
ら
の
訴
え
を
切
り

捨
て
ま
し
た
。

判
決
言
い
渡
し
後
、
原
告･

弁

護
団･

支
え
る
会
は
記
者
会
見
を

開
き
、
厚
労
省
に
老
齢
加
算
を
復

活
す
る
よ
う
申
し
入
れ
ま
し
た
。

報
告
集
会
で
は
原
告
か
ら
「
裁

判
を
た
た
か
う
中
で
運
動
は
広
が

り
、
母
子
加
算
は
勝
ち
取
っ
た
。

私
た
ち
は
勝
っ
て
い
る
、
前
進
し

て
い
る
。
最
後
ま
で
が
ん
ば
る
」

な
ど
の
決
意
が
語
ら
れ
、
参
加
者

は
「
こ
の
悔
し
さ
を
力
に
変
え
よ

う
」
と
雨
上
が
り
の
空
に
誓
い
合

い
ま
し
た
。

後
期
医
療
制
度
「
い
ま
す
ぐ

廃
止
」
の
声
と
ど
け
る

通
常
国
会
終
盤
の
５
月
26
日
、

国
民
大
運
動
実
行
委
員
会
主
催
で

昼
休
み
集
会
と
午
後
か
ら
中
央
社

保
協
の
集
会
が
開
催
さ
れ
、
激
励

に
駆
け
つ
け
た
日
本
共
産
党
の
小

池
晃
参
院
議
員
に
参
加
者
を
代
表

し
て
福
井
典
子
副
会
長
が
署
名
を

手
渡
し
、
私
た
ち
の
願
い
を
託
し

ま
し
た
。

東
京
社
保
協
の
集
約
数
は
合
計

で
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止
を

求
め
る
署
名
89
万
３
２
３
０
筆
、

介
護
保
険
充
実
を
求
め
る
署
名
15

万
９
１
８
０
筆
に
到
達
、
各
団
体

や
地
域
社
保
協
の
み
な
さ
ん
に
よ

る
連
日
に

わ
た
る
奮

闘
の
結
果

で
す
。
本

当
に
あ
り

が
と
う
ご

ざ
い
ま
し

た
。
引
き

続
き
廃
止
ま
で
運
動
を
広
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

米
軍
普
天
間
基
地

撤
去
で
知
事
に
要
請

５
月
25
日
、
石
原
都
知
事
に
対

し
、
「
石
原
都
知
事
の
『
沖
縄
の

人
に
我
慢
し
て
も
ら
う
』
」
（
５

月
24
日
記
者
会
見
）
発
言
に
対
す

る
抗
議
行
動
と
し
て
取
り
組
み
ま

し
た
。
「
少
な
く
と
も
県
外
」
と

公
約
し
た
政
府
に
対
し
、
最
後
ま

で
基
地
撤
去
を
求
め
て
、
た
た
か

い
を
す
す
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
行
動
は
東
京
社
保
協
が
呼
び

か
け
、
都
民
連
・
東
京
民
医
連
・

東
京
原
水
協
の
４
団
体
が
参
加
し

ま
し
た
。
（
要
請
文
は
Ｈ
Ｐ
に
ア
ッ

プ
し
て
あ
り
ま
す
）
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５
月
23
日
「
介
護
を
よ
く
す

る
東
京
の
会
」
主
催
で
「
２
０

１
０
介
護
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開

催
、
利
用
者
・
家
族
、
都
内
外

の
介
護
事
業
者
・
労
働
者

80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

立
命
館
大
学
小
川
栄
二

教
授
は
「
介
護
保
険
10
年

―
在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
利
用

者
に
焦
点
を
当
て
て
」
で

制
度
発
足
後
の
公
的
責
任

の
後
退
の
実
態
を
示
し
、

今
後
の
課
題
と
し
て
「
住

民
主
権
と
住
民
共
同
を
も

と
に
し
た
新
し
い
福
祉
国

家

づ

く

り

」

を

強

調

し

ま
し
た
。

シ

ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
、

小
川
教
授
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
竹
森
チ
ヤ
子
氏
（
事
業

者
…
す
こ
や
か
福
祉
会
理
事
長
）
、

佐
藤
裕
美
子
氏
（
労
働
者
…
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
全
国
連
絡
会
事
務

局
）
、
吉
田
紀
夫
氏
（
利

用
者
家
族
）
が
、
現
状
と

課
題
を
報
告
し
ま
し
た
。

フ
ロ
ア
か
ら
も
経
営
者
や

介
護
労
働
者
、
年
金
者
組

合
な
ど
が
発
言
。
10
年
た
っ

て
も
改
善
さ
れ
ず
深
刻
に

な
っ
て
い
る
介
護
現
場
の

実
態
が
語
ら
れ
、
安
心
し

て
受
け
ら
れ
る
介
護
の
実

現
へ
力
を
合
わ
せ
よ
う
！

と
「
介
護
を
よ
く
す
る
東

京
の
会
」
の
活
動
へ
の
期

待
が
寄
せ
ら
れ
た
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
し
た
。
最
後
に

「
介
護
保
険
の
抜
本
改
正

で
安
心
の
介
護
を
実
現
し
よ
う
！
」

の
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
終

わ
り
ま
し
た
。



５
月
15
日
、
板
橋
文
化
会
館

大
会
議
室
で
「
板
橋
社
保
協
結

成
50
周
年
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
が
、

区
長
代
理
、
板
橋
区
社
会
福
祉

協
議
会
、
自
民
、
民
主
、
共
産

の
区
議
会
、
都
議
会
議
員
、
衆

議
院
議
員
、
北
、
練
馬
、
文
京

の
地
域
社
保
協
な
ど
90
人
が
出

席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
西
川
会

長
は
「
３
月
に
上
映
し
た
映
画

『
い
の
ち
の
山
河
』
は
、
自
治

体
と
住
民
が
共
同
し
て
様
々
な

問
題
を
解
決
し
て
き
た
こ
と
は
、

社
会
保
障
運
動
の
原
点
で
あ
り
、

そ
こ
に
こ
そ
感
動
を
呼
ん
で
い

る
」
と
語
り
、
社
保
協
運
動
の

基
本
的
な
姿
勢
を
強
調
し
ま
し

た
。東

京
社
保
協
か
ら
前
沢
事
務

局
長
が
「
東
京
社
保
協
の
先
進

的
な
役
割
を
果
た
し
い
る
」
と

述
べ
、
北
社
保
協
の
乾
事
務
局

長
と
区
長
代
理
の
寺
西
課
長
か

ら
連
帯
と
お
祝
い
の
こ
と
ば
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

前
島
副
会
長
の
乾
杯
の
後
、

さ
ら
に
お
祝
い
の
あ
い
さ
つ
が

続
き
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
、
社

会
保
障
の
充
実
で

50
年
間
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
へ
の

驚
き
と
称
賛
の
言

葉
を
い
た
だ
き
、

50
年
の
た
た
か
い

の
重
み
が
感
じ
ら

れ
る
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
と
な
り
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
は
津
軽
三
味
線
の
「
西

は
じ
め
」
さ
ん
。
力
強
い
三
味

線
の
音
色
と
津
軽
の
人
々
の
思

い
を
伝
え
る
す
ば
ら
し
い
演
奏

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
で
は
出
席
の
41
団
体
と
個

人
が
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
さ
れ
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

最
後
に
木
村
副
会
長
の
閉
会

あ
い
さ
つ
で
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は

盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た
。
（
板

橋
社
保
協
会
長
・
西
川
勉
）
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多
摩
北
部
社
保
協
の
交

流
会
は
、
村
山
大
和
・
東

村
山
・
清
瀬
・
東
久
留
米
・

小
平
・
西
東
京
の
各
社
保

協
が
参
加
し
、
２
か
月
に

１
回
、
す
で
に

７
回
開
き
ま
し

た
。今

ま
で
各
市

の
特
定
健
診
の

状
況
を
比
較
し

た
り
、
広
域
連

合
議
員
の
多
羅

尾

治

子

さ

ん

（
稲
城
市
議
）
を
招
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と

広
域
連
合
に
つ
い
て
学
習

会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

５
月
11
日
に
西
東
京
市

保
険
年
金
課
長
と
約
２
時

間
に
わ
た
っ
て
懇
談
し
、

国
民
健
康
保
険
、
後
期
医

療
制
度
に
つ
い
て
、
交
流

学
習
会
を
開
き
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
社
保
協

か
ら
、
①
国
民
健
康
保
険

料
の
収
納
、
滞
納
の
経
年

的
な
状
況
、
②
短
期
保
険

証
、
資
格
証
明
書
の
発
行

に
つ
い
て
、
③
西
東
京
市

が
資
格
証
明
書
を
発
行
し

な
い
理
由
、
④
西
東
京
市

の
国
保
特
別
会
計
の
現
状

と
今
後
に
つ
い
て
、
⑤
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃

止
し
て
老
健
制
度
に
戻
す

こ
と
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

担
当
課
長
か
ら
は
「
市

民
と
日
常
的
に
接
し
て
い

る
経
験
か
ら
考
え
て
、
資

格
証
明
書
を
発
行
し
て
も

国
保
料
滞
納
の
解
消
に
つ

な
が
る
と
思
え
な
い
」

「
地
方
自
治
体
の

財
源
だ
け
で
国
保

の
赤
字
を
埋
め
る

こ
と
は
限
界
に
き

て
い
る
。
国
庫
負

担
を
増
や
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
」
な

ど
の
話
し
が
あ
り

ま
し
た
。

６
月
に
は
「
医
療
保
険

の
一
元
化
の
動
き
、
建
設

国
保
へ
の
攻
撃
」
の
学
習

交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

１日（火）第２回定例都議会開会日

２日（水）中央社保協運営委員会

４日（金）巣鴨地蔵通り商店街入り口

午後１時～２時

８日（火）都議会代表質問

９日（水）都議会一般質問

１１～１２日（土）中央社保協総会

（於：越後湯沢）

16日（水）都議会閉会、国会閉会

24日（木）第７回常任幹事会

午後１時半より

参議院選挙公示（予定）

投票日：７月１１日（予定）


